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＜現在の研究分野＞
農業経済

＜研究課題と研究経過＞
主な研究課題は、日本の酪農・乳業政策と食品の安全・信頼性確保政策。WTO体制下での日本の酪農・乳業政策を、①生乳や乳
製品の価格形成、②生乳の需給調整、③生乳・牛乳の広域流通、④生産者指定団体機能と不足払い制度、⑤乳業再編、⑥アジア市
場における乳業の展開といった視点から分析している。また、牛・牛肉のトレーサビリティ・システムを中心にして、食品トレーサビリティの
政策展開を欧州の動向などと比較しながら検討してきた。牛乳や米に導入されつつあるトレーサビリティの課題についての分析を進め
ており、日本における食品の信頼性を確保するための政策システムなどを検討している。また、農業を核とした循環型社会システム、農
業の多面的機能、農産物の価格変動リスク対応策などの研究を進めている。
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